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概要

このアプリケーションノートでは、IgG の GPC/SEC 分析における Agilent MAB カラムの長期的な安
定性と再現性を説明します。

IgG の特性解析：Agilent MAB カラムの 
再現性と長期的性能



はじめに

近年、モノクローナル抗体（mAb）を介した
治療法が、がんをはじめとするヒトのさまざま
な疾患治療に大変革をもたらしました。mAb 
は、従来の治療と比べ、免疫反応を引き起こ
すことが少なく、より効果的で、副作用が少な
いことが分かりました1。 

サイズ排除クロマトグラフィーが、ネイティブま
たは分解された状態の生体高分子特性解析
に使われることが増えています。MAB 3 µm 
カラムは抗体の GPC/SEC 分析のために開発
されたもので、分析用（8 × 300 mm）とマ
イクロ用（4.6 × 250 mm）の 2 サイズが用
意されています。 

GPC/SEC は一般に、抗体の凝集体およびフ
ラグメント分析に使われます。このような分析
で信頼性の高い結果を出すには、長期的な安
定性と再現性が不可欠です。 

実験方法

表 1 を参照してください。

結果と考察

同一のネイティブ IgG サンプルを 250 回、シ
ステムに注入して、再現性と回収率の試験を
行いました。分離には MAB 3 µm 分析カラム
を使用しました。図 1 は、IgG 注入 10 回ごと
に結果を重ね表示したものです。

注入されたサンプルの全量がカラムから回収
されました。また、250 回の注入すべてのサン
プルクロマトグラムを重ね表示しても、特に大
きな不整合は見られませんでした。

図 1. IgG 注入10回ごとの結果の重ね表示（280 nm での UV トレース）。Agilent MAB 3 µm カラムを使用 
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表 1. 機器およびサンプル条件

条件

ポンプ
イソクラティックポンプ 
流量：1.00 mL/min 
移動相：水性 34 mM リン酸緩衝液、pH 6.4、0.3 M NaCl

注入システム
オートサンプラ 
注入量：20 µL（IgG 濃度：1.5 g/L）

カラム MAB 3 μm、8 × 300 mm（p/n MAA083003MC）

検出器 可変波長 UV-Vis 検出器（VWD）@ λ = 280 nm

ソフトウェア Agilent WinGPC 

結論
IgG の再現性測定の間、Agilent MAB カラム
は高い長期的安定性と再現性を示しました。
このことは、複数の注入の結果を重ね合わせ
ることで実証されました。
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